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ダンスが学校体育の中にとり入れられ久しいが， 実際lとダンス指導がほとんど成3れて
いない現状にある。また，体操やスポーッ教材は， 体育の目標にてらしてその技術向上，
体力向上，人間形成についての多くの論議をみるが， ダンスについては深く検討されたり
体育教材の位置づけについてくわしく述べられていない。本学入学時の学生にタンス経験
の有無について調査した結果でも，第一期生で Oであったのが， 10年後の本年入学生で I
割弱の経験者と増してはいるが，あまりの不徹底さにおど弓く 。フォークダンスについて
はかなり普及しているようであるが，札幌市の小学校でもそのフォークダンスでさえ実施
していないと ζろがある現状である。そ乙で教育における今目的体育科のあり万， ダンス
教材の価値を明確にし，ダンス教材が実施されない原因を追求してタンス理念を考えなお
し， 学校ダンスの発展のために指導の方法を具体化してい〈ベ〈その資料としたいと考え
た。
H論 議
1. 体育のとらえ方
わが国の学校体育は，小学校より高校まで指導要領を基準として行われ，小学校より大
学まで体育は必修とされている。指導要領では，教科の目標，学年ごとの具体的目標や学
習内容などが具体的に示されている。 ζの指導要領については，基準 となるものとされて
はいるが拘束性の強いものであるため，次の改訂まではとれ以上発展した ものになりえな
い。教育の基準となっていお学習指導要領は， 「学校においては，法令およびこの章以下
に示すところに従い，地域や学校の実態および生徒の心身の発達段階と特性を十分に考慮
して適切な教育課存を編成するもの」とされているが，指導要領にある学習内容を地域の
実態や発達段階にあわせて「適切な教育課程を編成する」乙とはむずかしい問題である。
教育の画一性，多様性，創造性，自由性かという問題については論議の多いとζろである
が，いずれにしても国の基準としての指導要領を正しく理解した上に立って，地域や学校
の実態および生徒の心身の発達段階と特性を生かし， 更に児童・生徒に目標と内容を理解
せしめて進める ことが理想であろ う。体育科の目標は，現時点では明確であるようでも，
社会の要請による発展的なものであり種々の角度より論じられうるものである。しかし，
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あくまでも体育科によってのみその目標が達成されるものが中核となり，教育の一般目標
の達成をめざす一教科である乙とは論ずるまでもないことである。 「健康 ・安全で幸福な
生活のために必要な習慣を養い，心身の調和的発達を図るjという教育目標の一つは体育
科以外の教科では達しえないも のである。従って体育科の主なね らいは，健康な身体の育
成と体力向上という ζ とに他ならない。
教材としての体操・スポーツ ・ダンスを単に学習する ζ とにより，健康や体力がたかま
るか否かについては現行の指導体制の中で反省されるべき点は多L、。学習内容を運動的教
材と考えると技能を高める乙とが中心になりがちであるが，体育科で学」にものは運動技能
のみではなく ，体育に関する知識や公正・責任・協力などの態度の養成が考えられている。
また佐々木氏が「かりに身体活動だけに着目する場合，かならずしも直接的人間関係の場
争必要としないこともある。例えば自分ひとりで体操をしたり，個人種目について練習を
する時はあくまでも個人であるが，体育科教育は単に運動をする ζ とにつきるのではない。
そζには教育するものから教育されるものへのはたらきかけがなければならない。教育者
・被教育者それに教材の三つのモーメントを欠くわけにいかない。したがって体育科教育
はその成立の当初において人間関係を基調としているということができる。 」と述べてい
るが如し体育においては個性と能力の違った人同志が共通のルールを もって共同の場で
同ーの学習を行なうととが多く ， そとに生ずる人間関係のあり方については社会的な性格
をも含んだものである。ただし社会性を考慮するに際しては，佐々木氏が述べるよ うに体
育的現実に即した人間関係のあり方の上でのみ社会性がとりあげられねばならないという
乙とであろう。なぜならば，社会性については体育科のみによ り育成されるものではない
からである。 「運動やゲームを通じて公正な態度を育て，進んで約束やきまりを守り，互
に協力して自己の責任を果すなどの社会生活に必要な態度を養う。 Jことは体育科教育の
一つの目標であり可能な事実である。体育科の主たる教材は運動によるものが多く ，体育
の目標を達成するためには運動教材をどのように選択するかが重要な問題である。
体操のみで始ま ったわが国の体育教材は遊戯や競技教材が加わ り，現行では体操 ・スポ
ーツ・ダンスという運動文化を教材と し一段と豊富になった。そして現在では，体操・ス
ポ」ツ・夕、ンスを行なう 乙とが体育である という考え方が強くなっているようにうかがえ
る。猪飼氏らが「運動教材は体育の諸目標を達成するための素材 ・手段であ り， 運動文化
の類型というととのみに乙だわ らず体育の目標と生徒 ・児童の発育発達に応じて学習内容
を編成するというととが必要である。運動教材はその一面でしかないのであり，さらに人
の身体運動という乙との基本的理解のうえに運動教材の編成が考えられるべきであろう。
体育が単に運動技術の学習ばか りでなく，体力向上ということを一つの目標とする以上，
またそのために運動処方とい う乙とがいわれている以上単に運動の型にばかりとらわれす；
それぞれに即しての質と量の問題が考えられるべきなのである。Jと述べているように，
運動はあ くまでも目標達成のための手段であ り一つの素材であるところから，体育教材と
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しての身体運動が体育の目標1'.:t、かように寄与するかであり，運動教材をどのように分類
しどのように編成するかが問題である。
アメリカ・イギリスでは，小学校段階では多様な児童の遊戯や動きに注目しつつ基本的
身体運動とか動きの探求という乙とがいわれており，わが固とは大きな相違があるといわ
れているが，いずれにしても体力向上のための発達段階に即した質と量が考慮され，各種
のスポーッを実掘する ζとのみによらず適切な運動処方をもって運動教材が編成されるこ
とが今後の体育科の課題となろう。松田氏が体育科教育の今日的課題と称して， 学習指導
法の改善について「体操については部分的な運動のみならず全身的な運動がとりあげられ
るようになり，指導上のくふうがみられるようになってきた。しかし，目標が体力を高め
ることにおかれているためか，さ まぎまな運動を形を変えて行わせている と乙ろが多い。
もっと動きを申心に考え動きの具体的な目標を明確にする ζ とが必要である。」と述べ，
またスポーツについては， 「スポーッの本質を生かすような指導法を開発する ζ とが必要
である。」と述べ，ダンスについては， 「体操と並んで問題の多い領域であり，身体活動
としては他の運動と共通性をもつものであるが， 動く こと踊ること自体を楽しむことを基
盤として思想や感情をリズミカルな動きで表現する（ 創作する）運動である。頭の中だけ
で動きや作品をつ〈るのではない。 Jと述べているが，小 ・中・ 高校にわた って嫌らいな
人が多い乙とでの問題も指導法とからみあって研究をすすめねばならない体育教材の一つ
であろう。猪飼氏らが述べるよう lにまず人の基本運動を分折しその上で体育の教材，学
習内容を編成し，人の運動の生理・解剖学的またはキネシオロジー的研究成果を組みとり，
更には心理的なものも加え科学的基礎の上に立って体育の学習内容を再編成する必要があ
るのではないか。そしてまた，基礎的運動を発達に応じてどう学習 していくか，それらと
体力を構成する諸要素との関係，あるいは各種スポーッ技術との関係について明確にする
必要があるといわれている。乙のように体育を研究するにあたっては，具体的な指導のた
めの研究と体育に関する学的研究との両面がなければならないだろう。
松田氏が， 「学校における体力づくりは， 運動および指導者の側からのみ考え，実施す
る児童生徒の側から考えなかったのではないか。実際化は個性化の原理が十分に考慮き れ
なかったのではないか。」 と自ら進んで運動するように指導する ζ とが必要であるととを
述べているが， ウェイト ・トレーニングやサーキット・トレーニン グ，インタ ーバル ・ト
レーニングなどいろいろなトレー ニング方法lとよりいかにも科学的に成されたよ うである
が，具体的な指導の場面での配慮が足りなかったのではないだろうか。スポーッ教材にし
ても喜びと楽しみを求めてのものではな く， 体力向上と技能向上を目指し，また体育の目
的である人間形成を目指しての道徳的要素を追求するあまり，公正・ 責任 ・協力などの態
度養成を期待しすぎたきらいはないであろうか。スポーツによる人間教育という点、では極
めて寄与するものが大きい乙とは考えられる。しかしあまり化技能向上にかたよると一部
の人の体育とな り，体育ぎらいを生む乙とになり，あまりに人間形成を求めるとスポ」 ツ
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本来のたのしみがうすれてしまうであろう。松田氏が述べるように，新しいスポーッ教育
を求めて「スポーッの本質は自発的で自由な活動であり，自己開発的な活動である。スポ
ーッを自らのものとし，自発的に自由に，しかも 自己開発的活動として実践するように指
導することjが必要であり，スポーツそのものを楽しむように指導する ζ とであろう。そ
して先に体力向上・技能向上・人間性の育成を求めるのではなく，スポーツに没頭すると
とにより体力や技能が向上し，スポーツマンシップが身についていくという乙とを期待す
ることが望ましいのではないかと考える。
いずれにせよ，今日，体育については運動不足病の問題を含めて更に検討されるべく，
社会からの要請の場面に立たされている。
2. ダンスの特性
体育教材が体操・ スポーツ・ダンスとなり久しいが，教材についてのいろいろな分折が
成され発展のみえる中で，ダンス教材については実施していないと乙ろが多か司たり，指
導の方法や内容がまちまちで，フォークダンスのみ実施していると乙ろ，既成作品を与え
ていると ζろ，曲に振りつけをしているとこ ろ，児童生徒の創作活動をすすめているとこ
ろなど教師の指導力にかかっている場合が非常に多い。指導要領には学習内容がのせられ
ているが‘そのすすめ方については他の教材同様〈わしく具体的には述べ られていない。
ダンス教材は他の教材と異なり，運動のパターンがないために内容もくわし〈，万法も明
確にされなければ指導経験のないものにと っての指導は困難となる。各講習会で学んでも，
それら を系統立てて実施する にはやはり経験がないとむずかしい。従って指導がなされな
い結果になったり，い きなり創作に入るために動きを見出せず，作品の構成の仕方もわか
らない児童生徒にとっては難解であり，経験のなし＼また必要性を感じない児童生徒に無
理な表現性のみを要求するあまり嫌らわれてしま ったりする。中学・ 高校において， ダン
ス授業ボイコ ット運動がお乙るとrどの話を聞くがなげかわしい ζ とである。しかし，系統
的な指導のもとに授業がすすめられると学年が低いほど大変に好まれる教材となる。 中学
・高校で も指導者が熱心なと ζろでは， 朝早くから夜遅くまで作品づくりに精を出し， 学
校だけで時聞が足りず家庭にまで集ってやるので職員会議で問顕になるともいわれるが，
これほどまでに児童生徒が夢中になるには何か現代の子ども達にと って大きな魅力となっ
ている要素があるのではないか。 そζ でまず，ダンスの特性をとら え，その教育的価値を
見出 してみたし、。体育科教育の目標の中核を成すものは健康な身体育成と体力を培う ζと
にある 乙とは衆知の通 りであるが，それは人間形成を目的としたものであり， 必身一元論
的考えをも ってすすめられるものである。スポーッ教材は身体的教育の場と心理的教育の
場があり， マナーや態度 も乙の教材与を通して学びとる乙とが可能である乙とは認めるにし
ても， 身体的 ・美的・知的・ 精神的な面の調和を求めてのプラ トンの述べる体操 と音楽の
調和と均衡を考え，必身の調和的発達のために情操陶冶を多 く願つての教材 も体育科にと
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つては必要ではないかと考える。体育教材はそれぞれ人聞の本能的な力をよりよ〈伸ばす
ために教育されている乙とが多いように考えられるが，ダンス教材においては，身体の動
きによる表現活動をもって自己主張をするという最も古い時代から存在していた極めて本
能的な活動を，どのように美的に創造していくかという乙とに教育的価値があるのではな
いかと考える。ダンスの特性は，一般的には，
(1) 身体を素材とする表現活動である。
(2) リズミカルな全身運動であり ，体力的要因を高める乙とができる。
(3) 創造的，情緒的活動である。
(4) 社会性を育てる集団活動である。 とされており，水谷氏 もその特性について，
(1) 人聞が共通にもつ自己表現である。
(2) 感情 （表現者）と素材 ｛表現の道具）が同一人の活動である。
(3) 美的，創造的活動であ る。
(4) リズミカル伝楽しい活動である。
(5) 協同創作活動である。 と述べている。また，松本氏は，その特性について，
(1) 舞踊は身体による美の形成である。
(2) 舞踊は新しい美的経験による自己形成である。
(3) 舞踊は身体的， 美的経験によ って生活を高揚させるものである。と述べている。
また邦氏は，「舞踊は人聞の身体そのものをも含めた運動の芸術であ り，静止をも含めた
運動の芸術である。 そして舞踊は， 我々の感情や感覚や思想を人聞の運動による空間形成
を通して表現する芸術である。しかしそればかりではなく，形式の美し さとか運動の美し
さを主にした作品も多い。したがって，思想や感情を も含めての作家の美的価値判断とい
うこともいえる。従って舞踊は，身体運動による空間形成を通して美的価値判断を表わす
芸術である。」と述べている。水谷氏は，小・中 ・高校の教育現場の中で行なわれるダン
ス教材としてその特性を述べているが，松本民・邦氏は，更に専門的 ・芸術的にと らえて
いると ζろから，体育教材としてのダンスと広く教育における舞踊とのとらえ方の差があ
るようだ。しかし，本質的には人聞の身体を素材とする身体活動であり， リス ミカルな美
酌創造的活動であるという点で一致している。
人間不在の叫ばれる今日，人聞が失ってはならない創造力と主体性を目ざし，培わねば
ならないものを検討し創造力豊かな人間育成の体育教育を考えねばな らとfL、。自然破壊と
いわれるが，単に緑がなくなる乙とだけではなく，自然のリ スムが失われていく ζ とに大
きとよ問題がある。樹木を例にと って も，春に緑が生まれ成長し，秋』ζ落葉となり，乙れが
自然に土lとかえり樹木の栄養になっていた ζ とが，コ ンクリートで固められた中での樹木
には公害がおおいかぶさり，自然からの栄養もとれない。今まで自然の流れとしてとらえ
られていたリ スムが乙わされている。人間の世界でも，機械化により人間本来のも つ自然
のリ スムが乙わされ， ストレス症状をおこし精神異常をきたす多くの例があげられている。
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無表情 ・無気力な人聞が多くなったともいわれる。加えて食品公害問題，運動不足による
病気の増加。こんな中で果して健康を維持増進できるのか。そのような課題をもって体育
科が今後果さねばならない責任はなんであるか。
体力づくりが叫ばれて久しいが，最近はその体力づくりもただいろいろな運動を組み立
てて成されていたことに問題も出てきている。体力づくりは学校時代だけの問題ではなく ，
一生を通じて行なわねばならない健康管理であ り，そのためには学校体育の中では， 体力
づくり も含め運動を好きになるよ うな指導法 も考えねばならない。 子ど も達が運動の必要
性を認めた上での主体的創造的な体力づくりをすすめる ζ との必要性を感んずる。アメリ
カやイギリスの最近の体育のすすめ方の中にある，遊びを通しての動きづくりで体力をつ
けていく乙とと創造的運動の組み立てと生活化，協同での創造活動による人間関係，集団
内で態度を学ぶなど多くの学ぶ点があるのではとよいか。現場での体力づくりのくふうの中
でも意欲的に体力づくりをすすめるための万法として，動きの多様化，ゲーム化，生活イ七
をはかる過程で自主性や創造性を養う乙とや，全教育活動の中で自分で自分の体をつくる
くふうをし，余暇の利用により協力し合い自覚 して行動させるなどを目標としての指導の
研究がすすめられている。また活動欲求を満たすためには掴像を生かしての運動のくふう ，
物語の形での学習活動のくふう，自由な創造的運動を通して集団活動の中でひっ ζみがち
な子に自信を与えることができ，何でもできる子を目ざして実施し効果をあげているなど
の研究報告もあり， 更に人間形成を目ざしての体力づくりとして， 自分のつ くった運動に
は特に興味を感じ意欲的に喜んで運動にとり組tr態度がみられ，ひとり遊びがなくなり，
友だ弘がすぐできるようになり，違った遊びも覚えよりたのし く遊ぶようになったという
報告などもあ り， 自発的な自由で創造的運動がまさし く体育と して価値あるものであるζ
とが広く 研究さ れつつある。
自然で自由で創造的な運動の申には，その人個人のよいリスムが現われ，それを通して
情緒的満足感を覚え，運動への欲求満足が得られる。バランス ・タイミング ・リ スムなど
調整力といわれるものは神経と筋の作用であるが，調整力を身につけるためには種々の動
きのパタ ーンを知る ζ とであり， 10才位までに90予ちの発達をみるといわれているので， 運
動のパターンを乙の時期に数多く大脳に記憶させるためにも，バランス・タイミング・リ
ズムを考慮した心地よいリス、ミカルな多くの動きの経験が必要であり，その動きは個人に
よって違 う心地よい リスムを生み出すと乙 ろの創造的動きづくりである ことが望ましし、
これまでの体育科の中の運動の指導には固苦しいとこ ろがあり，自然な動きの リスムが出
るような自由性がなかった。 よい リスムは自由な活動の中から生まれるものであり， 調整
力といわれるバラ ンス ・タイミング・ コントロール ・リ スムのようなものは，自然な自由
な活動の中で育てられるもののよう に考える。スポーッ活動をのびのび行なう乙とも 自由
で創造的な運動 （遊びを含む）を行なう乙とも運動の自由を求めて必要て、ある。
青少年や幼児の運動不足が叫ばれる昨今，体育科の中ではどうしても体力づくりに焦点、
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がすすんでしまうが，身体の教育と合わせて現代人に欠ける精神的な面での欠如にも目を
向け，心身ともに健康な人格形成を目指す体育が考えられる乙とが必要である。そのよう
な観点から，ダンス教材の価値を考えなおし，自己の生命を考え治す乙とのできる体育科
へと発展すべくすすめたい。小林氏が生命的なリズムの学習価値という ζ とで舞踊教育の
意議について， 「舞踊は音楽的リズムと生命的リズムの融合によって成立している。生命
のリズムとは舞踊の動き，表現，作品鑑賞などの場において感受するととのできる生命の
呼吸・躍動・流れなどを表現しているリズムを意味する。 ζの生命的リズムの体験学習を
重ねる乙とによって生命感が醸成されるし，また感情も高められる。動的な生命リズムか
らは暖かく柔らかな情感や情熱的なはげしい情感を持つ生命感が求められるし，また静的
な生命リズムからは理性的な冷い情感や厳しく鋭い情！惑を持つ生命感が求められる。すな
わち，暖冷両面的な性格を持った生命感が醸成される。学習価値としては，自己の生命を
みつめる乙とのできる効用性と豊かな感受性が身につく効用性とを認めるととができるの
である。」と述べているが，乙のことはプラトンの述べるが如く，体操が度を越すと頑固
になるが，また音楽も度を越すと軟弱になると称し，体操と音楽の調和，均衡を説いてい
るといわれるが， （乙の時代の体操は広範囲の運動巻とり入れている。 ）小林氏の述べる
ように暖冷両面的性格を体育科の教材にもとり入れるべきではないか。舞踊を深めながら
陸上競技に専念している選手がその両立に悩んでいるように，スポーッと舞踊はエネルギ
ーの面でも情緒面でも相反するものがあるために，両立する乙とが困難となる。舞踊を表
面的にとらえ，リラックスやリズミカルな動きを学ぶために行うならばスポーツを伸ばす
ために効果もあろうが，深く追求すれば心情的に求めるものが違 うので競争的な乙とがむ
ずかしくなり，スピーディさに欠ける。プラトンの軟弱になるという 言葉に当るものが，
その両立を妨げるものであろう。しかし，人間形成を目ざす体育においては，スポーッ選
手として一つの種目を追求する場合とは異なるところから，暖冷両面のよい面を指導する
乙とが重要である。
3. ダンス指導の問題と留意点、
リズムのある体育指導が盛んにいわれるようになって来た今日， ζのダンス教材のねら
うところは伺かを考えねばならなL、。ダンスの特性については衆知の通りであっても，実
施されていないのが現状である。動きのリズムづくりの必要性がいわれ，調整力は10才位
までといわれていても，実際にそのための指導は具体化されていなし、。大学に来てはじめ
てダンスを知った 2 あるいは高校ではじめてダンスを指導されたという人が多く，それす
ら経験せず卒業している人がいかに多いかも衆知の通りである。
自己の能力の限界まで身体を利用し，自分の身体をコントロールしながら表現的運動の
リズムを感得する乙との喜びを経験させたい。自己のもっている思考的なリズムを美的に
創造し運動のリズムとして表現していくことは，自分以外にできない全く個人のものであ
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り，スポーッなどのある技能を獲得するために努力をする乙とへの興味と違った欲求を満
足させるものがそこにある。舞踊を生活の哲学および計画に寄与する経験として教えるこ
とであるとM・N・ ドウブラーが述べるように， ダンス活動は生活の中に根ざした運動開
発であり，人間開発の活動である。乙のようなパタ ーンのない芸術的活動を指導する乙と
はむずかしL、。他の表現活動は，文章表現（作文， 和歌，詩など ），絵による表現，彫刻
による表現，音楽による表現な ど非常に自由に表現し創作される。初歩の段階では指導の
手順が全くないわけではない。文章には書き方があり ，詩のっくり方もあり，絵をかくた
めの種々の指導もある。よい作品があれば見せて もいる。国語を通して文の表わし万を学
んでいるし，よい作品は分折しでもみる。音楽などでは名曲を聞かせ，唱歌をうたわせ，
そして作曲 もする。ダンスは作ることばかりに考えがいってしまい，そのための指導手順
がおろそかにされていはしないか。 よい踊りがあれば，既成作品を踊らせてもよいのでは
ないか。またよい作品は多く 見せる必要 もある。生徒同志の作品を見せ合う乙とより，ょ
いと恩われる作品を見せた万が次の作品にとて も大きな影響を与える 乙とは多く 経験して
いる。踊るととのたのしさと作ることのすばらしさを同時に与えるべく考慮されると とが
必要である。宇宙のすべてがリズムであるといわれるように，人閣の身体的活動は生命的
な躍動 律動ーと結びついているといわれる。我々の生活の基盤を支えているのは リズム
である。 ζのリズムを学ぶ教材は全ゆる教科の中lと含まれているが，動 きと共に学び自己
の表現活動として学ぶのはダンス教材しかない。またリズ ミカルな身体活動をも って芸術
的な経験を成すのもダンス教材しかなL、。リズムはあらゆる活動に力と休息をもた らし，
快よく流れをつくるといわれるが，いろいろな運動におけるリ ラックスにもつながるもの
である。体育科の指導の特徴として今までは運動文化の伝授をして来たきらいがある。自
発性を尊び自主的創造的活動の場面がなかった。従ってグループでの創作活動の話合いの
場面をみると活動場面がないので， 体力づくりに役立たないから体育ではないというと と
がよく問題にされる。感情や思想を動きにおきかえる時K，よいアドパイスがあると話合
いの時聞が短くてすむ。また，長めのフレーズや小作品を多く経験する乙とにより， 考え
を動きにおきかえることに馴れてくるので話合いの時聞を短くすることができる。動きが
ゆるやかであ ったり，静止 をしていたりすると運動量が足りないなどいわれるが，表現的
動きは呼吸 と非常に関連があり，静止の状態の時には呼吸をやや止めた状態にあるので，
次の運動に移る時には酸素負債に耐えながらの運動に入る乙とが多く，運動の リズムに合
わせて呼吸を行うために非常に循環持久性を高めるものであり， 更に自分の要求する運動
の開発のために個人の能力の限界とたたかううちに培われる体力など，個人にあった体力
づくりもできうるのである。自主的で創造的な教科とされ，指導要領にも作品をつくるた
めの内容が示されているので， 表現というとすぐ創作させると考えがちであり，よく指導
者から問題提起されるのは，経験のない子どもばかりでとても作品tづくりができないので
ダンスはできないと子どもの能力不足を理由にした ものが多いが，大学生からはじめてや
75 
つでも作品づくりもできるようになり，自由に喜んで行うようになるので指導の方法によ
る差異と考える。ダンス教材では果して作品づくりに至るまでに，どれだけそのための指
導を受けているのか疑問である。小学校段階でやってきていない中学生を扱う場合，また
中学生段階でやってきていない高校生を扱う場合， 高校生段階でやって きていない大学生
を扱う場合，いずれも小学校の初歩段階と同じ観点からすすめるべきである。動きの発見，
新しい運動をつくる。それをリ ズ ミカルに組み立てる。美しく構成する。個の動きを群に
構成してみるなど，はじめはスポーツの中から運動をとり出しリズミカルに組みたてたり，
日常動作の中の運動をリズミカルに組みかえたり，またそれをいろいろな隊形を便ってど
の位反復させるかを考えながら空間移動を経験させ， 除々に感じのある動きの発展へとす
すめていくとよL、。自由に動くことに恩｜｜れてきた ら表現的な活動へ と進めていく ζ とがで
きる。運動を舞踊に変えるのは，経験の豊かさと選釈を行なう パーソナリ ティの感受性で
あるといわれるように，高校生や大学生では指導の手順がよければ短期間で高校生ら しい
あるいは大学生らしい感覚の作品をつくるようになる。乙の乙とは，ダンスは単なる運動
の経験の反映ではなく，その人個人の生活の反映であるところから， 知性，情緒，精神，
想像力などと運動の調和的な構成と して表現されるものと考え られる。従ってとの創造的
衡動の力を生活の中にどのように生かしていくかについてもよく考慮されねばならないと
とである。誰で もが自己の能力の範囲内で自由に創造のたのしみを味わう乙とができる身
体活動である。
体育科の他教材についての現時点の指導課程を考える と，体操教材が体力づくりを求め
て今までの形式的な体操から脱皮して新しい動きを生み出す ζ とに積極的になってきた。
新体操分野の発展や競技の床運動の中に表われるバレエ的な動き，そして最近のようにモ
ダンのテクニック といわれるものが入るなどだんだんダンスに近づいて来たといわれる。
それはリズムに大きな変化がでてき たのであり，床運動が表現的になったのではない。 つ
まり単調なリズムではなく複雑なリズムを要求してきたと とであり，複雑な リズムが動き
の変化とな って表われ，それを称して表現的な動きがみえるようになり ダンス陀近づいた
という見方とな っているようである。体操教材の中でも単調なリ ズムで 1・2・1・2と
歩いていた運動にいろいろな早 さや感じの違う歩き方を動物の歩き方や模倣lとより， リズ
ムの変化と動きの変化を求めるととがある。 また，いろいろな現象から，花火，水の流れ，
雲，風， 台風，海などをとらえて動きや リズムの変化を体得し，いつもと異った部分を不
規則に使うことを体得したりする。そのととにより，体操競技に使われる動きを広め複雑
なリズムをと らえると共に，も っと も多く使う筋や動きにス ジ金を入れる役目をするので
はないかと考える。その乙ととダンスで花火をやり 水の流れをやることは意味が違ってく
るのである。 ダンスでは，花火や7J<や雲をとらえる時にそれらの表面的な動きを とらえる
だけではなく，そのものの心をくみとろうとするのである。花火に心があるわけではない
ので花火の心をどのようにとらえるかは結局作者の心を準える乙とにな り，その人の心が
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作品の申Iζ表われてくるのであり，そこに個性が発揮されるわけである。従って，体操教
材で動物の模倣をする時には，もっともその動物の特徴と思われるリズムをとり出し，そ
れを組み立てて全員同時に体験しでもよいが，ダンス教材では個々人がいろいろなリズム
ノマターンを生み出し，自分で考えて創り出すということ と人と違った面か ら物をと らえ，
そして他人から物の見万を学ふ、ことによさがある。そして見ても動いてもよいリズムパタ
ーンは人から学んでいく必要があろう。
スポーッ教材も リズムを とらえる乙とや動きづく りの必要性などいわれるよ うになって
来た。また体力づくりに対する興味の減少から運動の生活イじをねらって自主的・創造的な
運動づくりもすすめられてきているので9 単にリズムや表現のみを強調するダンスで もい
けないし，創造性のみを要求するダンスでもいけない事態になるだろう。しかし， 現状で
はまだダンスを実胞していないととろが多いし，他の教材での動きづくりや創造性を求め
ての指導も徹底していないので，ダンス教材では運動の開発，自主性，創造性，動きのリ
ズムづくり，表現など含めた指導をすすめるべきであろう。やがて，幼 。小・申 ・高校を
通しての系統的な指導が実施される状態lと進入だ時には，高校段階ではかなり高い芸術性
を求めての教材に発展していってよいと考える。また他教材で動きづくりがすすめられる
ようにな った折にはダンスは表現を求めてすすんでよいようになるかも しれない。現時点
では，それぞれの段階でダンスでは，はじめから独創的な活動をさせるべくすすめ，自主
的・創造的探求の精神をもたせることが必要である。また，教師にとっても子どもにと っ
ても能力以上の動きや課題を与えるとどうしても授業中は話合いが多くな り，活動の場が
少なくなるので動く ζ とがダン スの基本であり，その中から自分に必要な運動が生み出さ
れていく ζ と与を知らせ言葉によるよりも動くこ とによってすすめる万が効果的であるこ と
を知らせる。そのためには小グループ作業よりはじめ，個人の負担を軽くすると同時に話
を早くまとめる経験をさせる。 活発な動き とそ うでない動きの組み合わせ，急激なリズム
の変化，スローモーシ ョン，静止の運動，奇妙な動き，隊形の変化， 個と群，群と群のか
け合いなどいろいろな乙とをウ ォーミングアップの申で経験させておくことも作品を早く
作り あげるために役立つものである。ダンス教材は，教師も 子ども も共に無から有を求め
て研究しながらすすめていく教材であると考える。
E ま と め
今日，社会の要請も含めて問題の多い体育においては，体育教材について検討されねば
ならない時点に至っており，中でもダンス教材については，体操・スポーツ・ダンスと体
育教材の中にありながら全く 実施していないとこ ろが非常に多い ζ とについては， 深く検
討されねばならない。そしてまた 2 永年体育教材の申にありながらいつも否定的な意見を
多く耳にし今日に至っている。体操やスポーツに対する指導法や内容については，一応パ
ターンもあり指導法に幾分の差はあっても，おおよその線は守られ実施されていると思わ
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れるが，ダンス教材については指導者の考え万には大きな聞きが見られ，更に否定的な意
見が体育者の中からさえ出される。むしろ体育者以外の教師がその必要性を説く ζ とが多
いほどである。ダンスは体育指導者にも必要性を感んずる者が少佐く， 子どももあまり好
まないといわれる ζ とが多い。しかしその乙とだけで体育教材として不必要であるといっ
てよいか否かについては，深く検討されねば芯らなL、。体育科の目指すと乙ろは人間形成
であり，身体活動をもって教育の目標を全とうすべき ものである。 健康 ・安全で幸福な生
活のために必要な習慣を養L、心身の調和的発達を図る という教育目標は，体育以外では
達成しえないものである。国民の体力不足を問題lとするところから， 体育の目標の一つで
ある体力向上を中心に体育を考える乙とが多くなり，運動処方として運動の型にとらわれ
ているきらいがあり，運動は目標達成の手段である乙 とを忘れがちとなっている。人聞の
運動の生理 ・解剖学的またはキネシオロジ｝的研究あるいは運動の心理的特質芯どの科学
的基礎に立って体育の学習内容を考慮せねばならなL、。また最近の子どもの無気力無感動
についても，体育を通しゃる気のある創造力豊かな人間育成を目指しての主体的・ 創造的
体育をもおしすすめていかねばならなL、。 主体的 ・創造的な体育をおしすすめるには，運
動がも っと自由でなければならなL、。自由のない運動に創造は生まれなL、。今までの体育
には， 運動の自由さが少なかったのではないか。そんな申でダンス教材は自由で個性的で
思う存分自分のリズムを発揮できるために情緒的に満足のいく 活動となるものである。協
同での作品づくり では，お互の能力を認め合いながら個性を発揮すると乙ろから協同の創
造活動の中から，よい人間関係を学び，集団内での態度をも学ぶことができる。また美的
な活動であり ，芸術的要素があり，身体を通しての情操教育と して役立つものである。プ
ラトンの体育と音楽の組み合わせの必要性の言をかり，また小林氏の自己の生命をみつめ
るととができそして豊かな感受性が身につくという効用性を考える とき， ダンス教材の人
間として必要な点を強調したい。スポ｝ツとダンスでは，エネルギーの面でも情緒面でも
相反するものがあり，プラトンは頑固と軟弱と述べ，小林氏は暖冷と述べているが，乙の
両極を調和よく とり入れた体育指導乙そ人間教育としての体育に必要なと とではないかと
考える。 M・N・ド ゥブラーがーダンス活動は生活の申に根ざした運動開発であり人間開
発である と述べているように，今日の体育児おいては特に必要な教材の一つである と考え
る。体力向上の面からみても活動自体が非常に持久性の高い活動であ り，特に循環持久性
を高める活動である ζとは種々の実験で明らかであるが， リズ ミカノレな美的な運動を自分
の意志のままに継続していく過程で、心身共に満足感を味わう ものである。自主的 ・創造的
な運動づくりであ り， 生活の中に根ぎした運動であるところから，乙れからの体育活動と
しては意義あるもので， しかも社会体育と して もすすめていく上に効果的なもの と考える。
ダンスセラピーも盛んにいわれるよう にとfった今日，精神障害にも効果的なものであり，
全ての人聞にとって原始時代から求められて来たダンス活動を今日教育的に求め発展させ
ていく必要があると考える。しかし，その指導過程にむずかしさがあり，パター ンのない
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芸術活動をいか児教育的IL扱うかが問題である。ダンス教材については，作品をつくるこ
とに大きな目的があるために，バターンもなく難解なものであり．児童・ 生徒にも難かし
いという印象を与え，経験の少ない指導者にとっては全く頭の痛い教材となってしまう。
よき指導者に指導された児童・ 生徒があまりによく動き，積極的に自由に作品をつくる様
子をみるとますます指導する自信がなくとfってしまう。思い切って指導にとり組んで生徒
の方であまり好んでついてこないとどうしでも指導に熱が入らとEくなり，進め方に迷いを
生じ消極的になってしまう。あるいは指導過程でとまどった時にもなかなか相談する相手
もいなL、またあまりに程度が違いすぎて聞きにくいなどもよく問題にされると ζろであ
る。共通の指導過程がないので問題提起されても 「なかなか恥かしがって動きませんJ1-lz 
ンスがないのかよい動きが出てきません」などやや見当はずれな意見が出る ζ とが多い。
どのような指導手順の結果恥かしがるのか，何をもってセンスがないというのかという と
とについて考えてみる必要がありそうだ。ダンス教材がより一般化されるまでは，誰でも
が指導にすぐとり組めるようなある程度のパターンづくりがしばらく の間必要ではないか。
今後は，個々人より，より開発された自由な動きが引き出されるような指導手順を ζまか
く示したカリキュラムを作成し，小・申 ・高校において実験的に行いその効果を見て更に
検討をすすめたい。
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